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串東京工業大学理学部

ステロール類の HPLC

森崎益雄，池川信夫＊

〔日本薬学会第104年会 (1984年3月，仙台）で発表〕

〔目的〕 ステロール類の生物有機化学的研究の過程で、私共は多くのステロール類を化学的に合

成し，また天然ステロール成分の研究も行ってきた。これらのステロール約50種の HPLC上の

挙動を調ベ，整理した。

〔方法〕 UV検出器で高感度（最低 lOng）に検知できる安息香酸エステルとし，！｜国相カラム

Zorbax SIL (hexane-CH2Cl2）および逆相カラム ZorbaxODS (MeOH）で分析した。

〔結果〕 各種異性体の分離状況を下に示した（左→右の方向に保持時間長くなる。⑮は逆相，

⑮は順相分析を意味する〉。

コレスタノール類⑮， copro-< 3-epichole-< chole-stanol 

コレステロール類⑧， 3-epichole-<20-epichole叩＜chole-sterol 
植物ステロ一ル⑮， chole

ergo-sterol 

側鎖部アルキル鎖長⑧， C6<C1<Ca(cholesterol) <C9<C10 

二重結合の位置（5α－H体〉⑧， .:11<J5(cholesterol)<J4<J6<J9<11)<J20E<Js<9）～JB＜凶～J14

側鎖部二重結合（.:15-3,8-0H体〉⑮， J207～J22E<J23E<J22:,; <J23Z<J25<J24<J20E 

共役コレスタジZ ノール（5α担体〉，⑧， J4,6<J5,7<J6,8(14）～J7 ,9(11)<.JB, 14くJ7,14，⑧， J7 ,14～ 

JB, 14<J7 ,9(11)< J4,6～J6,8(14)<J5,7 

24四アルキル立体異性体⑧，
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＊東京工業大学理学部

(2-Thiazolyl)thiourea誘導体のパラジウムキレートの構造について

与田玲子，（故〉山本有一，松島美一，藤江忠雄，飯高洋一＊

〔日本薬学会第104年会（1984年3月，仙台）で発表〕

(2・Thiazolyl)thiourea誘導体のパラジウムキレートを合成し，その配位構造を研究した。

キレートの合成：パラジウムの水溶液とメタノールに溶かした配位子の溶液をそル比1:2で混

合し， クロロホルム抽出した。クロロホルム相を硫酸マグネシウムで乾燥，溶媒留去後，シリカ

ゲルクロマトグラフィーにより精製し，再結品した。

元素分析値はパラジウム：配位子＝1:2の組成比の計算債に一致し，マススベクトルからも 1:

2の組成比でキレートを形成していることがわかった。キレートの赤外線吸収スベクトルにおい

て配位子のNH吸収帯が消失していた。

これらの配位子は五つの孤立電子対をもち，いずれかが配位に関与し，五変異性としてチアゾ

リン型とチオール型が考えられる。これに関して， N,N-dimethyl引に（4-methyl-2-thiazolyl)thio蜘

ureaのメチル体を合成し， UVスベクトルを比較しその結果チアゾリン型をとっていることが

推定された。組成比1:2であることから， トランス，シスの幾何異性がある。対称性また分子モ

テ。ルより分子の立体障害を考えるとチアゾール環がトランス位置にある方が安定であると予想さ
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trans ClS 

:R=CHa, R’＝H mp 294叩5(from CHCla-EtOH) 
:R需仇 R’＝H mp 286-9(from CHCla-EtOH) 

:R=CHa, R’詰NOa mp 269叩271(from CHCla-EtOH) 
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